　　　
　　第3回Let’s enjoy English ◇ Why? Because..の導入　【Team Teaching Lesson Plan】  by 太田とも美&Bethan Evans 　　
	
	Students　(既習表現：I like ◎◎、曜日名、科目名。このレッスンのロールプレイは別紙の時間割を参照下さい。
	Teachers
	Note


	
	
	T1(HRT)
	T2(AT)
	

	1.Greeting
	☆　あいさつ

・Hello, (Good afternoon.) Bethan.

How are you today?・I’m fine thank you.　And you?
	挨拶をしっかりする。
	Short conversation

How are you?
	アイコンタクト、スマイルを意識させる。

	2.Warm-up
	☆ 歌:Sunday,Monday,Tuesday （単語の復習）
・科目名、曜日名の復習：まず単語のみ→その後、文章に。例）T2：I like math. Ss：I like math. のように、既習表現をクラス全体で繰返す。
	T2 の言うカードを黒板に貼りながら、生徒と一緒に言う。
	カードをみせながら発音の見本となる。発音指導。
	英語モードに切替える。少し思い出させる。

	3.Presentaion
	☆　目的をつかむ（ロールプレイを聞く、RP中のT1,T2の態度も見る）①What day do you like?

②Why?　どうして？（と聞かれたら、）
③Because,,,. だってね、、だから。（と理由を答える）（既習表現は聞いて理解できる事を体験する。）
	黒板に大きい時間割をはる。ロールプレイのAをする。その後Bもする。
	ロールプレイのBをする。その後Aもする。
	時間割と既習表現からねらいを想像させる。新出表現の導入。

	4.Mechanical
	☆　T2の後について繰り返し言う。少し長い表現にも慣れる、新しい表現になじむ。

T2:What day do you like?　Ss:What day do you like? (x3回？)　T2: I like Monday. Ss: I like Monday. と繰り返す。（この時点では、会話にはならない。機械的に繰り返し、慣れる）Because I like科目名. I see. と、RPの最後まで。
	カードをみせて次の単語を指定しながら、生徒と一緒に言う。新出表現もしっかり言えるまでする。
	発音の見本となる。発音指導。
	カードで復習→新出表現も慣れる。各文の意味をしっかり理解するよう指導。

	5.Meaningful
	☆　今日のロールプレイを会話として体験する。新出表現も身につける。まず、A:T2, B:クラス全員（3回？）。つぎにA:クラス全員、B:T2（3回？）.その後2グループに分かれてA:B:のロールプレイをする（班ごとでもいい）。各自で好きな曜日、その理由の科目を決めて、時間割に書き込む（RP中、自信をもってスムーズに言えるようにする為。）
	クラス全員のほうに参加する。時間割を配って、各自の好きな曜日、科目を決める際の単語のサポートする
	ロールプレイ(:RP)の担当→子供達各自の好きな曜日、科目名の単語英訳のサポート。
	新出表現が身についているか、会話全体の意味を子供が理解しているかを指導する。

	6.Communicative
	☆　◎T1,T2の悪い例、いい見本を見た後に、いい態度とは何かを少し、考える。→実際にペアになり、じゃんけんでA:B: を決めて、全員で最後の総練習をする。→（いい態度を意識しながら）、この同じペアでロールプレイをする。答えを聞いて時間割表に友達の名前を書き込む。（クラス全体→グループ→個人での活動）聞きあったら、次の友達を探して聞く。
	悪い例→いい見本をする。総練習の仕切り。その後、いい態度でRPできたか聞く。必要な生徒にはヘルプに入る。
	T1とロールプレイの1st. Bad & 2nd.　Good exをしてから、生徒達のアクティビティに参加する。
	Because は忘れがちなので、指導する。Thank you.の時のアイコンタクトも。

	7.closing
	☆　きょうの活動を振り返る。いい見本を実践できたか？等。　終わりの挨拶をする

・Thank you very much, Bethan.
・See you in the next class.
	T2と一緒に生徒達をほめる。
挨拶をしっかりする。
	生徒たちへのコメント。例）You did great!!
	自己評価シートのようなものをSsが書いてもいい。


